
～祭りを継続的に支える仕組みを考える～ 
 

 in 馬緤の秋祭り（珠洲市） 

  能登の祭りを支える 

学生募集！ 
石川県内の大学生、 
短大生、高専生の皆様  

※お申し込み〆切 

５月３１日（木） 

「馬緤の秋祭り」をフィールドに能登の祭りが抱
えるリアルな課題を見つけ出し、継続的に祭りを
支える仕組み作りに実践的にチャレンジします。 

お申し込み 
お問い合わせ 

〒920-8580  石川県金沢市鞍月１－１ 石川県企画振興部企画課 
（「能登・祭りの環」インターンシップ事業実行委員会 事務局） 小倉あて 
TEL：076-225-1318 FAX：076-225-1315 
E-mail：noto-c@pref.ishikawa.lg.jp 

詳細は裏面へ 

まつなぎ 

      〇地域の課題を自ら発見しチャレンジしたい人  〇地域のためになにかしたいと考えている人 
      〇公務員志望の人  〇能登の祭りが好きな人  〇石川の伝統文化を守りたい人 
オススメ！ 

「能登の祭り」の課題 

• 過疎化・高齢化により担ぎ手が不足し、
規模縮小や開催を見送る祭りも 

• 祭りがなくなると地域コミュニティで
の人のつながり等に影響する可能性も 

学生によるチャレンジ 

珠洲市馬緤町について 

• 日本海に面した海岸線（外浦）にある人口約200人の町です。 

• 馬緤（まつなぎ）という町名は、その昔、源義経が奥州平泉
に逃れる際、この地で馬をつないだという伝承に由来します。 

• 昔ながらの「揚浜式製塩法」で作られる塩や奥能登の名所の
１つ「ゴジラ岩」など、豊かな自然と文化に恵まれた町です。 

• 10月13日・14日の秋祭りでは、10m以上の勇壮なキリコが、
賑やかな祭り囃子とともにゆっくりと町を練り歩きます。 



募 集 要 項 

参加申込書  

学校名 

学域・学部学科 

学 年 

氏 名・ふりがな 

住 所 
〒 
 

生年月日（年齢）        年   月   日 （     歳） 

電話番号 

メールアドレス 

志望動機・取り組
んでみたいこと 

１．参加対象者：石川県内の大学、短期大学、高等専門学校に在籍する学生 

                          ※学年は問いません、大学院生もＯＫです。 
 

２．活動内容（例）： 
 

 以下の活動を通じて、祭りを継続的に支える仕組み作りに取り組みます。 
 

  ・いろいろな大学から集まった学生たち、地域の方々と協力して祭りを盛り上げる 

  ・準備段階から祭りに関わり、祭り当日は学生と地域の橋渡し役を担う 

  ・学生の受け入れにノウハウのある能登の他の祭りの調査や、地域への聞き取りを     

   通して地域が学生を受け入れる際の課題を調査し「見える化」する 

  ・SNS等を活用した情報発信により参加学生の増加を目指す 等 
 
 

３．募集人数：５名程度（応募多数の場合は面接選考を実施します） 

 ※面接選考予定日：６/９（土）１３時より（石川四高記念文化交流館 多目的利用室３） 

      予定確保をお願いします。なお、どうしても参加できない場合は事前にご相談ください。 
 

４．活動場所：珠洲市馬緤町 ※交通費や現地での宿泊費は支給します。 
 

５．活動期間：平成３０年７月～１２月頃（予定） 

 ※延べ２週間程度（月１～２回程度）活動します。参加する学生の皆さんと相談して活動頻度などを決定します。 
 

○問い合わせ先・申込み先  

〒920-8580  石川県金沢市鞍月１－１ 石川県企画振興部企画課 小倉あて 

（「能登・祭りの環」インターンシップ事業実行委員会 事務局）  

 TEL：076-225-1318 FAX：076-225-1315 E-mail：noto-c@pref.ishikawa.lg.jp   

※申込みフォーム（QRコードよりアクセス）からお申込み、または必要事項を記入の上、 
 郵送・FAX・メールでお申し込みください。 

申込み用QRコード 



時期 活動内容 場所 ねらい・ポイント 

6月下旬 
～7月上旬 

事前ガイダンス 
（2時間程度） 

金沢 

市内 
・活動の目標を立て、取り組み内容を具体化する 

7～8月 
当日インターンの学生への
周知 

各自 

大学等 

・SNSの活用や口コミなどにより祭りの当日参加

学生を募る情報発信 

8月 

他の祭りへの参加・祭りの
状況など地域への聞き取り
調査 
（2日程度） 

現地 

・他の祭りで学生を受け入れる際に気を付けてい
る点などを聞き取り、馬緤と比較 
・曖昧な課題を具体化し、整理する 

・馬緤町の他の祭りに参加し、地域の方との交流
する 

8～10月 
祭り参加者へのアンケート
調査・取りまとめ 

  
・学生の継続的な参加意欲や地域の受け入れ課
題等を整理 

9～10月 
地域の方と祭りの準備、 
祭りの責任者会議への参加 
（2日程度） 

現地 

・幅広い年代の地域の方との交流を通じてコミュ
ニケーション能力を磨く 

・地域が祭りを運営するための体制や祭りのしき
たりなどを学ぶ 

9月中 祭りの「しおり」の作成・配布   
・当日参加の学生が祭りにスムーズに参加できる
よう工夫する 

10/13(土)、 
14(日) 

「馬緤の秋祭り」当日 
（2日間） 

現地 
・祭り当日は地域に近い立場で当日参加の学生
と接する（地域と学生との橋渡し、リーダーシップ
を発揮） 

10～11月 
祭りの現状など地域への聞
き取り調査 
（2日程度） 

現地 
・特に開催が危ぶまれる祭りで何が課題か整理
（人材不足、キリコの老朽化、受入施設の問題な
ど祭りによって様々な要因が想定される） 

12月 
珠洲市・馬緤の方々へ活動
報告（1日） 

現地 
・学生を受け入れる上での地域側の留意事項と
対処案を整理し、地域や行政に報告 

『能登の「祭り」長期インターンシップ』活動イメージ 

  
１．これまでの主な活動（Ｈ２８～２９年度長期インターンシップ） 

① 学生が祭りに参加しやすくするため、祭りの概要や由来、当日スケジュール、
当日の服装や持ち物、参加に当たっての留意事項をまとめた祭りの「しおり」
や「キリコ祭り六箇条」を作成。祭り当日参加の学生に事前に配布。 

② 祭りに複数回参加した学生への称号授与や、祭り参加学生への大学の単位
付与など、学生の参加意欲を促す取り組みについて学生自身が考え・提案
（実現にむけ検討中）。 

 

２．Ｈ３０年度スケジュール（案） 

  ※上記に加え、学生同士での集まり・意見交換を金沢市内等で実施を予定。 
  

３．今後の展開（Ｈ３１以降～） 
 今年度、学生を受け入れる上での地域側の留意事項とその対処案を整理し、マ

ニュアルを作成（「見える化」）。今後、学生の受け入れ意欲のある地域に展開し、
規模縮小や開催が危ぶまれる祭りを支援する際の参考として役立ててもらうこと
を想定しています。 

別紙 


